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業

畜
産
振
興
課

4
5
,
6
9
0

4
5
,
6
9
0

5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

9
5
,
6
9
0

9
5
,
6
9
0

肉
用
牛
経
営
緊
急
支
援
対
策
事
業

畜
産
振
興
課

3
9
,
2
4
6

1
5
,
2
3
0

4
3
,
2
9
7

2
6
,
7
8
4

5
7
,
9
4
1

4
3
,
0
9
8

1
4
0
,
4
8
4

8
5
,
1
1
2

45
,5
40

秋
田
牛
全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
獲
得
事
業

畜
産
振
興
課

1
2
,
3
4
7

1
2
,
3
4
7

1
2
,
3
4
7

1
2
,
3
4
7

乳
用
育
成
牛
預
託
シ
ス
テ
ム
確
立
事
業

畜
産
振
興
課

4
,
9
9
1

4
,
9
9
1

4
,
0
0
3

4
,
0
0
3

8
,
9
9
4

8
,
9
9
4

秋
田
県
産
牛
ブ
ラ
ン
ド
確
立
推
進
事
業

畜
産
振
興
課

8
7
,
7
6
8

8
5
,
4
3
9

8
7
,
7
6
8

8
5
,
4
3
9

比
内
地
鶏
販
売
拡
大
推
進
事
業

畜
産
振
興
課

3
,
3
0
9

3
,
3
0
9

3
,
3
0
9

3
,
3
0
9

め
ざ
せ
全
共
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
事
業

畜
産
振
興
課

1
7
,
8
9
8

1
7
,
8
9
8

1
7
,
8
9
8

1
7
,
8
9
8

1
7
7
,
2
0
3

1
7
7
,
2
0
3

1
6
1
,
4
8
6

1
2
7
,
9
8
1

1
7
9
,
3
2
5

1
1
3
,
2
9
5

5
1
8
,
0
1
4

4
1
8
,
4
7
92

8
,
9
3
2

「
あ
き
た
米
」
販
売
対
策
緊
急
支
援
事
業

農
業
経
済
課

9
4
,
7
0
3

9
4
,
7
0
3

6
8
,
4
9
9

6
8
,
4
9
9

1
,
2
9
3

1
,
2
9
3

1
6
4
,
4
9
5

1
6
4
,
4
9
5

秋
田
の
農
産
物
等
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

秋
田
う
ま
い

も
の
販
売
課

4
5
,
4
0
0

4
5
,
4
0
0

4
5
,
4
0
0

4
5
,
4
0
0

あ
き
た
米
品
種
再
編
・
販
売
力
強
化
事
業

水
田
総
合
利
用
課

8
2
,
5
0
0

8
2
,
5
0
0

9
2
,
9
8
7

5
9
,
4
8
2

4
5
,
0
0
0

4
5
,
0
0
0

2
2
0
,
4
8
7

1
8
6
,
9
8
2

新
秋
田
米
総
合
支
援
対
策
事
業

水
田
総
合
利
用
課

6
6
,
5
0
2

2
,
3
9
0

6
6
,
5
0
2

2
,
3
9
0

28
,9
32

あ
き
た
米
評
価
向
上
対
策
事
業

水
田
総
合
利
用
課

2
1
,
1
3
0

1
9
,
2
1
2

2
1
,
1
3
0

1
9
,
2
1
2

1
,
5
7
0
,
6
5
4

5
5
1
,
7
7
0

1
,
0
5
9
,
4
9
2

4
9
9
,
4
5
9

8
0
6
,
5
2
1

4
3
8
,
2
7
1

3
,
4
3
6
,
6
6
7

1
,
4
8
9
,
5
0
07

1
0

秋
田
ス
ギ
未
利
用
資
源
活
用
促
進
事
業

林
業
木
材
産
業
課

1
0
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

1
0
0
,
3
9
7

1
0
0
,
3
9
7

1
0
0
,
4
7
0

1
0
0
,
4
7
0

3
0
0
,
8
6
7

3
0
0
,
8
6
7

秋
田
ス
ギ
ラ
ミ
ナ
生
産
供
給
体
制
先
導
事
業

林
業
木
材
産
業
課

1
,
0
8
0
,
0
1
8

2
0
6
,
5
6
5

4
3
0
,
8
8
8

2
5
,
0
0
0

1
,
5
1
0
,
9
0
6

2
3
1
,
5
6
5

秋
田
ス
ギ
製
材
品
品
質
向
上
施
設
整
備
先
導
事
業

林
業
木
材
産
業
課

1
3
7
,
9
9
8

1
3
7
,
9
9
8

2
3
,
5
0
0

1
6
1
,
4
9
8

1
3
7
,
9
9
8

民
有
林
木
材
生
産
企
業
化
推
進
事
業

林
業
木
材
産
業
課

1
2
5
,
8
6
8

1
2
5
,
8
6
8

8
1
,
5
9
0

8
1
,
5
9
0

2
0
7
,
4
5
8

2
0
7
,
4
5
8

林
業
・
木
材
産
業
構
造
改
革
事
業

林
業
木
材
産
業
課

1
4
7
,
6
8
5

2
,
2
5
4

2
8
,
7
7
6

1
,
9
6
5

3
6
8
,
7
9
3

5
4
3

5
4
5
,
2
5
4

4
,
7
6
271

0

震
災
復
興
支
援
等
県
産
材
需
要
拡
大
緊
急
対
策
事
業

林
業
木
材
産
業
課

5
9
,
0
4
3

5
9
,
0
4
3

5
4
,
8
9
0

5
4
,
8
9
0

1
1
3
,
9
3
3

1
1
3
,
9
3
3

あ
き
た
安
全
安
心
住
ま
い
推
進
事
業

林
業
木
材
産
業
課

3
8
,
2
8
6

3
8
,
2
8
6

5
0
,
1
0
0

5
0
,
1
0
0

8
8
,
3
8
6

8
8
,
3
8
6

県
産
材
需
要
拡
大
事
業

林
業
木
材
産
業
課

7
,
8
7
0

7
,
8
7
0

7
,
8
7
0

7
,
8
7
0

木
の
国
あ
き
た
拠
点
施
設
整
備
事
業

林
業
木
材
産
業
課

1
3
8
,
2
3
4

3
4
,
4
0
0

1
3
8
,
2
3
4

3
4
,
4
0
0

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
調
査
検
討
事
業

林
業
木
材
産
業
課

1
,
9
2
8

1
,
9
2
8

1
,
9
2
8

1
,
9
2
8

木
質
燃
料
安
定
確
保
支
援
事
業

林
業
木
材
産
業
課

4
1
,
2
0
0

4
1
,
2
0
0

4
1
,
2
0
0

4
1
,
2
0
0

広
葉
樹
資
源
活
用
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業

林
業
木
材
産
業
課

1
0
4
,
9
5
3

1
0
4
,
9
5
3

1
1
4
,
5
0
0

1
1
4
,
5
0
0

9
9
,
6
8
0

9
9
,
6
8
0

3
1
9
,
1
3
3

3
1
9
,
1
3
3

6
,
4
0
8
,
4
7
4

2
,
7
1
1
,
9
3
0

7
,
5
4
1
,
8
9
8

2
,
6
9
0
,
6
7
8

3
,
8
1
3
,
3
2
2

3
,
1
6
0
,
7
2
3

1
7
,
7
6
3
,
6
9
4

8
,
5
6
3
,
3
3
11

5
1
,
7
6
6

※
（
　
　
）
内
の
金
額
は
、
事
業
名
欄
記
載
事
業
の
内
数
。

基
金
事
業
　
合
計

　 　 　 　 　 　 　 自 立 強 化 の た め の 集 中 実 施 対 策

＜
米
を
上
回
る
高
収
益
農
業
の
実
現
＞

＜
あ
き
た
米
売
り
切
り
体
制
の
構
築
＞

＜
未
利
用
資
源
の
活
用
と
集
成
材
原
料
の
秋
田
ス
ギ
へ
の
転
換
＞
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Ⅰ
　

激
変

緩
和

措
置

■
激

変
緩

和
措

置
に

よ
る

　
 農

林
漁

業
者

の
所

得
の

  
 確

保

○
県

独
自

の
支

援
水

準
確

保

　
・
重

点
品

目
や

地
域

特
認

作
物

に
つ

い
て

、
  

  
こ

れ
ま

で
の

助
成

水
準

を
維

持
・
確

保
す

る
  

  
た

め
の

助
成

を
実

施

・
農

業
者

戸
別

所
得

補
償

制
度

（
H

2
5
か

ら
経

営
所

得
安

定
対

策
）
へ

の
加

  
入

促
進

と
併

せ
、

従
前

の
助

成
水

準
を

維
持

す
る

こ
と

に
よ

り
、

農
家

経
  

営
の

安
定

に
効

果

・
戦

略
作

物
の

安
定

的
な

生
産

に
向

け
  

た
支

援
・
指

導

・
国

の
制

度
見

直
し

へ
の

対
応

と
生

産
  

現
場

へ
の

周
知

○
環

境
直

接
支

払
へ

の
対

応

　
・
地

球
温

暖
化

防
止

や
生

物
多

様
性

保
全

に
  

  
効

果
の

高
い

営
農

活
動

へ
支

援
・
湛

水
管

理
の

実
施

、
有

機
農

業
等

の
取

組
に

よ
り

、
C

O
2 の

削
減

や
生

物
  

生
息

環
境

の
保

全
が

推
進

・
生

産
者

や
農

業
団

体
の

取
組

意
欲

  
の

向
上

【
事

例
１

】

○
資

源
造

成
に

よ
る

漁
業

者
の

所
得

確
保

　
・
サ

ケ
の

生
産

維
持

の
た

め
、

稚
魚

放
流

数
  

  
確

保
と

放
流

体
制

強
化

の
取

組
へ

支
援

・
基

幹
と

な
る

ふ
化

場
の

機
能

向
上

は
進

ん
で

お
り

、
ふ

化
場

１
カ

所
当

た
  

り
の

稚
魚

生
産

尾
数

が
増

加
・
生

産
体

制
等

の
強

化

Ⅱ
　

自
立

強
化

の
た

め
の

集
中

実
施

対
策

■
本

県
農

業
を

牽
引

す
る

  
 先

導
的

な
法

人
・
産

地
  

 の
育

成

【
先

導
型

農
業

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ】

○
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

を
活

用
し

た
周

年
農

業
の

　
 推

進

　
・
実

証
経

営
体

が
行

う
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

を
  

  
活

用
し

た
農

業
施

設
等

の
整

備
を

支
援

・
地

下
水

熱
等

の
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

活
用

し
た

周
年

型
農

業
の

実
証

施
設

  
を

整
備

し
、

農
業

経
営

の
実

証
に

着
手

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

等
に

よ
る

実
証

  
デ

ー
タ

の
分

析
・
検

証
の

実
施

・
検

証
を

踏
ま

え
た

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

  
活

用
農

業
施

設
等

の
普

及
拡

大

農
林
漁
業
振
興
臨
時
対
策
基
金
の
各
取
組
に
関
す
る
検
証

対
策

名
取

組
内

容
成

果
課

題
備

考

・農
業

者
戸

別
所

得
補

償
制

度
へ

の
加

入
率

(H
2

4
) 

 
   

 秋
田

県
：9

4
.1

%
（全

国
：

7
6

.9
%

） 

・実
証

場
所

：旧
農

業
試

験
場

跡
地

 

・実
証

経
営

体
数

：４
経

営
体

 

・対
象

品
目

：菌
床

し
い

た
け

、
ダ

リ
ア

、
ほ

う
れ

ん
草

、
白

神
あ

わ
び

茸
等

 

・導
入

予
定

設
備

：地
下

水
熱

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

、
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

 

・実
施

面
積

 
 

 
 

H
2

3
：1

5
1
件

、
8

7
2

h
a 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
H

2
4
：2

5
1
件

、
1

,2
6

8
h

a 
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対
策

名
取

組
内

容
成

果
課

題
備

考

○
農

業
法

人
ト

ッ
プ

ラ
ン

ナ
ー

の
育

成

　
・
先

導
的

な
取

組
を

行
う

農
業

法
人

の
機

械
・

  
  

設
備

等
の

導
入

を
支

援
・
地

域
複

合
農

業
や

野
菜

一
次

加
工

な
ど

に
取

り
組

む
次

世
代

を
リ

ー
ド

  
す

る
先

導
的

な
農

業
法

人
が

育
成

・
経

営
の

安
定

化
に

向
け

、
加

工
原

  
材

料
の

安
定

確
保

と
販

売
ル

ー
ト

  
の

拡
大

【
事

例
２

】

○
業

務
用

野
菜

の
生

産
・
加

工
と

組
み

合
わ

せ
  

 た
周

年
供

給
産

地
の

育
成

　
・
青

果
物

の
加

工
に

よ
る

付
加

価
値

化
と

周
年

  
  

供
給

の
推

進

　
・
食

品
加

工
・
販

売
を

す
る

た
め

に
必

要
な

機
  

  
械

・
施

設
等

の
導

入
を

支
援

・
加

工
原

料
と

な
る

農
産

物
を

県
内

供
給

す
る

ル
ー

ト
が

形
成

・
契

約
取

引
に

よ
る

生
産

者
の

所
得

向
上

と
食

品
製

造
業

者
の

販
路

  
が

拡
大

・
生

産
者

と
加

工
業

者
等

と
の

連
携

・
生

産
物

の
高

付
加

価
値

化
の

加
速

【
事

例
３

】

○
園

芸
振

興
を

リ
ー

ド
す

る
大

規
模

団
地

の
  

 育
成

　
・
Ｊ
Ａ

等
と

協
働

し
、

大
規

模
園

芸
団

地
の

整
備

  
  

と
経

営
確

立
に

関
す

る
計

画
策

定
・
県

内
５

地
域

９
地

区
で

園
芸

メ
ガ

団
地

の
整

備
を

検
討

・
H

2
6
年

度
着

手
予

定
地

区
で

は
、

H
2
5
年

1
0
月

ま
で

に
整

備
計

画
を

策
定

・
ハ

ー
ド

整
備

の
他

、
技

術
・
経

営
・

  
流

通
販

売
等

の
総

合
的

な
支

援
  

対
策

の
推

進

○
実

需
と

直
結

し
た

特
色

あ
る

産
地

づ
く
り

　
・
特

用
家

畜
振

興
の

モ
デ

ル
産

地
を

育
成

す
る

  
  

た
め

、
羊

肉
 「

白
神

ラ
ム

」
の

生
産

に
係

る
初

  
  

期
投

資
や

販
売

促
進

活
動

に
対

し
て

支
援

・
計

画
的

な
繁

殖
め

ん
羊

の
導

入
に

よ
り

、
順

調
に

生
産

が
拡

大

・
ホ

テ
ル

ニ
ュ

ー
オ

ー
タ

ニ
（
東

京
）
の

特
別

メ
ニ

ュ
ー

と
し

て
、

H
2
5
年

1
0
月

  
に

「
白

神
ラ

ム
」
が

デ
ビ

ュ
ー

・
実

需
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

肉
の

　
カ

ッ
ト

方
法

や
出

荷
形

態
の

確
立

・
首

都
圏

レ
ス

ト
ラ

ン
で

の
継

続
利

用
　

に
向

け
た

販
売

促
進

活
動

の
強

化

・H
2

4
年

度
：県

内
2
箇

所
で

事
業

実
施

 
 

 
 

 
   

 
 

（株
）岩

城
の

か
あ

さ
ん

、
（株

）ア
ル

ク
 

・（
農

）た
ね

っ
こ

 

 
 

 
 

 
冷

凍
・カ

ッ
ト

野
菜

加
工

施
設

の
整

備
 

・（
株

）フ
ァ

ー
夢

か
づ

の
 

 
 

 
 

 
野

菜
ハ

ウ
ス

団
地

、
乾

燥
・調

製
施

設
等

の
整

備
 

・
藤

里
町

 

 
 

繁
殖

用
め

ん
羊

（種
雄

4
頭

、
種

雌
1

0
0
頭

）を
導

入
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対
策

名
取

組
内

容
成

果
課

題
備

考

○
肉

用
牛

の
生

産
基

盤
強

化
・
拡

大

　
・
初

期
投

資
が

大
き

く
、

販
売

開
始

ま
で

複
数

  
  

年
を

要
す

る
肥

育
経

営
の

負
担

軽
減

を
図

  
  

る
た

め
、

畜
舎

等
の

大
規

模
整

備
へ

支
援

　
・
事

業
の

円
滑

な
実

施
に

向
け

た
推

進
フ

ォ
　

  
ロ

ー
チ

ー
ム

の
設

置
と

支
援

・
９

月
下

旬
に

１
棟

目
の

牛
舎

が
完

成
し

、
2
0
0
頭

規
模

で
肥

育
経

営
を

  
ス

タ
ー

ト
・
肉

用
子

牛
価

格
の

高
止

ま
り

が
続

く
  

状
況

で
の

計
画

的
な

飼
養

頭
数

の
  

確
保

と
経

営
の

早
期

安
定

■
競

争
力

を
持

っ
た

担
い

手
  

 の
確

保
・
育

成
○

農
業

法
人

の
経

営
安

定
対

策

　
・
経

営
管

理
等

に
要

す
る

費
用

を
支

援
す

る
と

  
  

と
も

に
、

大
規

模
経

営
及

び
複

合
化

に
必

要
  

  
な

機
械

・
設

備
の

導
入

等
を

支
援

・
集

落
営

農
の

法
人

化
が

進
展

し
、

複
合

経
営

と
と

も
に

野
菜

一
次

加
  

工
な

ど
に

取
り

組
む

先
導

的
な

農
業

法
人

が
誕

生
・
複

合
化

や
周

年
化

に
取

り
組

む
農

業
  

法
人

の
拡

大
と

雇
用

の
確

保

【
事

例
４

】

【
事

例
５

】

○
認

定
農

業
者

等
の

規
模

拡
大

　
・
所

有
権

移
転

や
農

作
業

受
委

託
に

よ
る

担
い

  
  

手
へ

の
面

的
集

積
等

を
支

援
・
認

定
農

業
者

等
の

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
率

が
向

上
・
面

的
集

積
の

加
速

化
に

よ
る

生
産

  
性

の
向

上

○
新

規
農

業
参

入
者

の
拡

大

　
・
各

種
農

業
研

修
や

受
け

皿
と

な
る

農
業

法
人

  
  

等
の

施
設

整
備

へ
の

助
成

な
ど

、
総

合
的

な
  

  
就

農
支

援
を

展
開

　
・
戦

略
作

目
導

入
等

の
新

た
な

取
組

に
必

要
  

  
と

な
る

機
械

・
施

設
等

の
導

入
支

援

・
総

合
的

な
就

農
支

援
の

展
開

に
よ

り
、

新
規

就
農

者
数

が
増

加
・
新

規
就

農
者

へ
の

研
修

制
度

の
  

見
直

し

【
事

例
６

】

・（
株

）秋
田

仙
北

夢
牧

場
 

 
 

牛
舎

及
び

堆
肥

舎
な

ど
施

設
・機

械
設

備
の

整
備

、
素

牛
導

入
 

・
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

率
 

 
 

 
 

H
2

2
：6

4
.0

%
 

→
 

 
H

2
4
：6

6
.0

%
 

・
新

規
就

農
者

数
の

推
移

 

 
 

 
 

H
2

2
：1

1
5
人

 ―
  H

2
3
：1

4
6
人

 ―
  H

2
4
：1

9
9
人

 

・集
落

型
農

業
法

人
数

   
H

2
2
：1

3
0
法

人
 

→
 

H
2

4
：

1
8

6
法

人
 

・経
営

規
模

1
0

0
h

aを
超

え
る

大
規

模
法

人
が

6
法

人
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対
策

名
取

組
内

容
成

果
課

題
備

考

○
漁

業
経

営
体

の
経

営
安

定
対

策

  
・
漁

獲
物

の
高

付
加

価
値

化
等

に
必

要
と

す
る

  
  

設
備

類
の

整
備

へ
の

支
援

　
・
本

県
重

要
魚

種
で

あ
る

マ
ダ

イ
、

ヒ
ラ

メ
、

ト
ラ

  
  

フ
グ

な
ど

の
放

流
等

に
よ

る
資

源
増

大

・
鮮

度
を

保
持

す
る

た
め

の
海

水
冷

却
装

置
等

の
施

設
整

備
に

よ
り

、
  

魚
価

向
上

や
漁

労
作

業
が

効
率

化
・
燃

油
高

騰
対

策
の

充
実

・
種

苗
生

産
拠

点
の

維
持

・
整

備

■
食

・
農

・
観

ビ
ジ

ネ
ス

の
  

 創
出

○
農

業
・
漁

業
主

導
に

よ
る

食
・
農

・
観

ビ
ジ

ネ
ス

　
 の

推
進

　
・
農

業
法

人
や

直
売

組
織

等
へ

の
ハ

ー
ド

支
援

　
・
生

産
者

等
の

輸
出

に
対

す
る

支
援

  
・
漁

業
者

グ
ル

ー
プ

等
に

よ
る

加
工

品
開

発
や

  
  

販
路

拡
大

等
へ

支
援

・
民

宿
や

農
家

レ
ス

ト
ラ

ン
、

直
売

所
を

設
置

す
る

な
ど

、
食

関
連

の
ビ

  
ジ

ネ
ス

に
取

り
組

む
農

業
法

人
が

増
加

・
漁

業
者

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
ワ

カ
メ

養
殖

や
地

魚
加

工
商

品
の

開
発

・
  

販
売

の
取

組
が

拡
大

・
新

規
に

学
校

給
食

へ
の

参
入

が
行

わ
れ

た
ほ

か
、

市
場

等
へ

の
新

  
た

な
販

路
開

拓
が

進
展

・
食

品
加

工
業

者
等

の
異

業
種

と
の

  
連

携

・
外

部
（
異

業
種

）
か

ら
の

資
本

や
ノ

  
ウ

ハ
ウ

等
の

導
入

【
事

例
７

】

【
事

例
８

】

【
事

例
９

】

■
米

を
上

回
る

高
収

益
　

 農
業

の
実

現
○

高
収

量
・
高

品
質

を
実

現
す

る
排

水
対

策
の

  
 徹

底

　
・
モ

ミ
ガ

ラ
補

助
暗

渠
等

に
よ

る
水

田
の

排
水

  
  

強
化

対
策

を
緊

急
的

に
実

施
・
モ

ミ
ガ

ラ
補

助
暗

渠
等

に
よ

る
水

田
の

排
水

強
化

対
策

を
集

中
的

に
  

実
施

し
、

大
豆

・
え

だ
ま

め
等

の
戦

略
作

物
の

生
産

拡
大

や
高

収
量

・
  

高
品

質
化

・
モ

ミ
ガ

ラ
補

助
暗

渠
等

を
活

用
し

た
  

地
下

か
ん

が
い

シ
ス

テ
ム

等
の

普
  

及
拡

大

【
事

例
1
0
】

【
事

例
1
1
】

・モ
ミ

ガ
ラ

補
助

暗
渠

の
実

施
面

積
 

 
 

 
H

2
3
～

H
2

4
（

2
ヶ

年
）：

2
,4

8
1

h
a 

 

・食
関

連
ビ

ジ
ネ

ス
に

取
り

組
む

農
業

法
人

数
（累

計
）

 

 
 

 
   

H
2

4
：

2
3

5
法

人
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対
策

名
取

組
内

容
成

果
課

題
備

考

○
あ

き
た

の
顔

と
な

る
ナ

シ
ョ

ナ
ル

ブ
ラ

ン
ド

の
  

 創
出

　
・
担

い
手

の
複

合
部

門
拡

大
に

必
要

な
機

械
・

  
  

施
設

の
導

入
等

を
支

援
（
夢

プ
ラ

ン
事

業
）

　
・
え

だ
ま

め
日

本
一

に
向

け
た

取
組

や
ね

ぎ
  

  
の

生
産

拡
大

と
ブ

ラ
ン

ド
化

、
ア

ス
パ

ラ
ガ

  
  

ス
の

周
年

出
荷

の
推

進

　
・
豪

雪
被

害
か

ら
の

復
旧

と
オ

リ
ジ

ナ
ル

果
  

  
樹

産
地

の
育

成
に

必
要

な
機

械
等

の
導

  
  

入
支

援

　
・
リ

ン
ド

ウ
・
ダ

リ
ア

の
全

国
ト

ッ
プ

ブ
ラ

ン
ド

産
  

  
地

を
目

指
し

た
取

組
の

推
進

　
・
県

産
牛

の
ブ

ラ
ン

ド
確

立
に

向
け

た
取

組
や

　
  

比
内

地
鶏

販
売

拡
大

の
推

進

　
・
全

国
和

牛
能

力
共

進
会

で
の

チ
ャ

ン
ピ

オ
  

  
ン

獲
得

に
向

け
た

繁
殖

対
策

等
の

強
化

・
夢

プ
ラ

ン
事

業
を

活
用

し
た

生
産

者
の

戦
略

作
物

の
販

売
額

が
増

加
  

 　
  

  
 ※

販
売

額
：
5
5
億

円
（
H

2
2
）
　

→
　

5
6
億

円
（
H

2
3
）

・
オ

ー
ル

秋
田

で
の

取
組

に
よ

り
「え

だ
ま

め
」
の

生
産

が
着

実
に

拡
大

　
　

　
　

 ※
出

荷
量

：
9
1
6
t（

H
2
0
）
　

→
　

1
,3

6
5
t（

H
2
4
）

・
リ

ン
ド

ウ
・
ダ

リ
ア

は
、

国
内

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

の
民

間
育

種
家

と
連

携
し

た
  

ブ
ラ

ン
ド

化
の

取
組

に
よ

り
急

成
長

・
県

有
種

雄
牛

「
義

平
福

」
産

子
が

、
H

2
4
全

国
和

牛
能

力
共

進
会

で
高

  
評

価
を

得
た

こ
と

に
よ

り
県

内
外

の
生

産
者

や
流

通
業

者
等

か
ら

注
目

・
首

都
圏

を
中

心
と

し
た

販
路

拡
大

の
取

組
に

よ
り

、
不

況
の

影
響

で
減

  
少

を
続

け
て

い
た

比
内

地
鶏

の
出

荷
羽

数
（
H

2
4
）
が

４
年

ぶ
り

に
増

加

・
え

だ
ま

め
に

次
ぐ

オ
ー

ル
秋

田
で

  
取

り
組

む
品

目
の

生
産

拡
大

　
（
ね

ぎ
、

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

）

・
果

樹
・
花

き
の

県
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

  
の

ブ
ラ

ン
ド

力
向

上
と

産
地

拡
大

・
米

（
飼

料
用

米
）
を

キ
ー

ワ
ー

ド
と

し
  

た
新

た
な

肉
用

牛
ブ

ラ
ン

ド
の

構
築

・
販

路
拡

大
に

向
け

た
取

組
強

化

【
事

例
1
2
】

【
事

例
1
3
】

【
事

例
1
4
】

【
事

例
1
5
】

■
あ

き
た

米
売

り
切

り
体

制
  

の
構

築
○

売
り

切
る

秋
田

米
販

売
戦

略
の

展
開

　
・
新

た
な

秋
田

米
の

加
工

品
・
メ

ニ
ュ

ー
づ

く
り

  
  

や
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

で
の

試
食

会
等

実
施

　
・
首

都
圏

等
に

お
け

る
農

産
物

等
の

プ
ロ

モ
ー

　
  

シ
ョ

ン
を

展
開

・
米

消
費

拡
大

組
織

の
活

動
強

化
等

に
よ

り
、

新
た

な
米

や
ご

飯
の

楽
  

し
み

方
を

広
く
県

民
に

周
知

・
農

産
物

等
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
展

開
に

よ
り

、
秋

田
米

の
販

路
が

拡
大

  
し

た
ほ

か
、

取
引

件
数

も
拡

大

・
一

次
産

品
の

商
品

提
案

力
の

向
上

・
マ

ッ
チ

ン
グ

機
会

の
創

出

○
あ

き
た

こ
ま

ち
依

存
か

ら
の

転
換

　
・
消

費
者

・
実

需
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

売
れ

　
  

る
米

づ
く
り

等
の

体
制

強
化

　
・
こ

ま
ち

か
ら

の
品

種
転

換
を

要
件

と
し

た
カ

  
  

ン
ト

リ
ー

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

改
修

等
を

支
援

・
H

2
4
年

産
米

食
味

ラ
ン

キ
ン

グ
に

お
い

て
、

２
年

ぶ
り

に
県

南
あ

き
た

  
こ

ま
ち

が
 「

特
Ａ

」
評

価
を

獲
得

・
H

2
3
～

2
4
に

お
い

て
、

1
5
カ

ン
ト

リ
ー

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

及
び

１
ラ

イ
ス

セ
  

ン
タ

ー
で

改
修

等
を

実
施

し
て

お
り

、
ゆ

め
お

ば
こ

等
へ

の
作

付
転

換
  

が
進

展

・
秋

田
米

の
食

味
向

上

・
多

彩
な

品
種

の
ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
に

よ
  

る
売

れ
る

米
づ

く
り

の
推

進

・
８

月
か

ら
1

0
月

の
東

京
都

中
央

卸
売

市
場

出
荷

量
が

２
年

連
続

１
位

 

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

「
N

A
M

A
H

A
G

E」
ダ

リ
ア

シ
リ

ー
ズ

5
品

種
デ

ビ
ュ

ー
 

・
県

有
種

雄
牛

「義
平

福
」産

子
が

、
H

2
4
全

国
和

牛
能

力
共

進
会

 

 
肉

牛
の

部
で

第
２

位
獲

得
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対
策

名
取

組
内

容
成

果
課

題
備

考

■
未

利
用

資
源

の
活

用
と

　
 集

成
材

原
料

の
秋

田
ス

　
 ギ

へ
の

転
換

○
秋

田
ス

ギ
材

の
利

用
拡

大

　
・
ス

ギ
人

工
間

伐
へ

の
助

成
、

高
性

能
林

業
  

  
機

械
等

の
導

入
支

援

　
・
生

産
性

の
高

い
製

材
機

械
等

の
導

入
支

援

　
・
県

産
材

を
活

か
し

た
住

宅
建

設
の

促
進

等
  

  
へ

支
援

・
集

約
化

施
業

が
普

及
し

た
ほ

か
、

間
伐

材
の

搬
出

量
が

増
加

・
大

規
模

製
材

工
場

が
稼

働
し

、
秋

田
ス

ギ
ラ

ミ
ナ

や
製

材
品

を
低

コ
ス

ト
  

で
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有機農業の取組による環境への負荷軽減          【事例１】 

  １ 概要 

   《実施主体》 

   ・農業者（法人、組織を含む）  

   ・取り組んでいる市町村  ： １３市町村 

       小坂町、大館市、北秋田市、能代市、秋田市、潟上市、八郎潟町、大潟村、由利本荘市 

       にかほ市、大仙市、横手市、湯沢市   

   《取組の概要》   事業名：環境保全型農業直接支援対策事業 

   ・主な作物の生産過程において、化学肥料及び農薬を使用しない取組。 

   ・実施面積に応じて、8,000円/10aの交付。（ 交付率  国：１／２ 県：１／４ 市町村：１／４） 

  ２ 成果 

   ・対策に取り組む農業者が増加し、実施面積が拡大。 

   ・環境負荷軽減による生物多様性の保全。 

   ・安全・安心な農産物の供給。 

                                                                      

    

     

 

                                     水稲の有機栽培 大豆の有機栽培 

項 目 実績(H23) 実績(H24)

実施面積 843ha 900ha

農業法人による地域複合農業を目指した取り組み         【事例２】 

  １ 概要 
    《実施主体》 

   ・ （株）ファー夢かづの（平成２４年８月設立）      ・市町村名：鹿角市 

    《取組の概要》   事業名：農業法人経営発展支援事業（次世代法人育成事業） 

     ・淡雪こまち等のブランド化に向けたライスセンター、水稲関係機械の整備。 

     ・複合化産地モデルとなる野菜団地（パイプハウス29棟（H24：10棟、H25：19棟））の整備。 

     ・冬期農業の実践、普及に向けた施設及び機械の整備。 

  ２ 成果 
         ・ＪＡ出資型法人の正社員として3人の雇用を創出。 

      このほか、臨時雇用4人（延261人）、短期雇用18人（延483人）の新たな雇用を創出。 

     ・野菜団地（パイプハウス10棟）で夏秋トマトの生産を開始。 

    
 
 

 

 

 

                               

                       
                                                     

                                                    

建設中のライスセンター 野菜団地でトマト生産開始 

面積 金額 面積 金額

16.0ha 18百万円 33.0ha 38百万円

6百万円 21百万円

トマト 0.2ha 4百万円 0.6ha 12百万円

ナガイモ 0.2ha 1百万円 1.2ha 6百万円

コマツナ他 0.2ha 1百万円 0.6ha 3百万円

（360ha） 18百万円 （400ha） 20百万円

16.6ha 42百万円 35.4ha 79百万円

※作業受託は堆肥散布、水稲基幹3作業等の延べ面積

目標（H27）

作業受託

合計

野菜販売額

水稲販売額

項目
現状（H25見込）
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業務用野菜の地元活用を拡げる加工製造施設の整備    【事例３】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・株式会社岩城のかあさん（平成１３年１１月設立）     市町村名：由利本荘市       

      食品製造加工・販売、「おかず箱」事業等を展開 

    《取組の概要》    実施事業：加工業務用農産物出荷拡大支援事業 

   ・旧釜ヶ台小中学校（にかほ市馬場）の廃校舎を改築し、業務用野菜のカット工場を整備。 

      （平成２４年１１月から稼働、１５人を新規雇用） 

   ・県内各地の生産者から青果物（ｼﾞｬｶﾞｲﾓ、ｷｬﾍﾞﾂ等）を仕入れ、県内学校給食会等に販売。 

  ２ 成果 

   ・生産者と食品関連業者の連携による県内加工原料供給システムの形成。 

   ・安定した買取価格での契約栽培により生産者の所得が向上。 

   ・一次加工の取組により食品会社や学校給食等への多様な販路の拡大。 

カット野菜の商品 野菜の皮むき作業 

項 目 実績(H24) 目標(H26)

カット野菜生産量 　　　　10t 　　　190t

カット野菜販売額 1.9百万円 43百万円

地域農業を牽引する大規模農業法人              【事例４】 

  １ 概要 

   《実施主体》 

   ・株式会社やまだアグリサービス（平成２４年６月設立）    市町村名：湯沢市   

      経営面積：129.2ha（水稲、飼料用米、大豆、ねぎ、えだまめ、大根、キャベツほか） 

   《取組の概要》  事業名：農業法人経営発展支援事業、戦略作物生産拡大緊急基盤整備事業等 

   ・水稲関係機械や野菜移植機等を導入し規模拡大や作業の効率化、新規作物を導入。 

   ・野菜の出荷調製場所の確保と新規販売体制の確立に向け、出荷拠点施設を整備。 

   ・農産物は首都圏実需者やＪＡ等へ販売しているほか、自社の直売所でも販売。 

  ２ 成果 

   ・水稲・大豆は大型機械導入で作業効率が向上し、規模拡大の推進により経営面積120ha超。 

   ・野菜は、キャベツや大根等の新規作物導入により、周年農業体系を確立。 

   ・地域の農地の受け皿として農地集積を図るとともに、複合部門拡大で新たな雇用を創出。 

   

野菜等の出荷拠点施設 地域労働力を活用したねぎの調製作業 

項 目 実績(H23) 実績(H24) 目標(H25)

経営面積 125.5ha 129.2ha 135.0ha

販売額 76百万円 98百万円 115百万円

うち複合部門販売額 15百万円 20百万円 28百万円

-10-



 

 

しいたけ生産の拡大による法人経営の安定化         【事例５】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・株式会社ファーム鶯（平成１８年１０月設立）     市町村名：由利本荘市    

      経営面積：水稲38.5ha、菌床しいたけ3.6万菌床 ほか 

    《取組の概要》  事業名：あきたを元気に！農業夢プラン実現事業、新規就農総合対策事業等 

   ・計画的な生産施設・機械等の整備により着実に経営規模を拡大。 

    （菌床しいたけ栽培施設整備、しいたけ包装専用機、米選別機等を導入） 

   ・水稲は集荷業者・ＪＡ等に販売し、直売顧客も確保。しいたけは全量ＪＡ出荷。 

  ２ 成果 

   ・空調設備を備えたしいたけ栽培施設の導入により、周年安定生産を実施。 

   ・販売単価が上昇する冬期に収穫菌床を増やしたことなどにより販売額が向上。 

   ・菌床しいたけ産地づくりのリーディングカンパニーとして注目。 

自社ブランド米として販売 しいたけの包装パック 

項 目 実績(H23) 実績(H24) 目標(H26)

菌床しいたけ販売量 11,500kg 23,800kg 40,900kg

菌床しいたけ販売額 10百万円 22百万円 38百万円

水稲作付面積 27.0ha 38.5ha 52.0ha

水稲販売額 29百万円 39百万円 53百万円

夢に向かって奮闘中                        【事例６】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・堤 拓郎 氏（40才）        市町村名：男鹿市    

      東京都出身。大潟村での２年半の研修を経て、平成21年に男鹿市で独立。 

    《取組の概要》   事業名：新規就農総合対策事業 

   ・果菜類（パプリカ、大玉トマト、ピーマン）と葉菜類（ほうれん草）を組み合わせた周年生産。 

   ・販売額増に向けて出荷体系を見直し、青果市場との直接取引を実施。 

  ２ 成果 

   ・関係機関で組織する支援チームによる指導・助言等で、栽培作物の品質向上、収量アップ。 

   ・業務用大玉トマトやパプリカ等の新作物に取り組むなど、地域の若手農業者へも良い刺激。 

 

      

パプリカの誘引作業 業務用大玉トマトの出荷作業 

項 目 実績(H23) 実績(H24) 目標(H25)

販売額 2.5百万円 4.3百万円 7.3百万円
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農業法人における６次産業化の体制整備            【事例７】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・農事組合法人美郷サンファーム（平成１６年４月設立）     市町村名：美郷町    

      経営面積：24.7ha（水稲、大豆、アスパラガス、メロン、ミディトマトほか） 

    《取組の概要》   事業名：農業発、新ビジネス展開支援事業 

   ・経営の多角化の基盤となる直売所・農家レストラン・農家民宿の総合施設を整備。 

     （平成２４年３月に「米サラダハウス」としてグランドオープン） 

   ・もち加工にも取り組んでおり、冬期間の収入確保と雇用を創出。 

  ２ 成果 

   ・直売所・農家レストラン・農家民宿の総合施設の設置は県内初の取組。 

       （施設運営のため、新たなに６人を雇用） 

   ・新たな直売グループとの連携により、直売所の品揃えを充実。 

もち加工品 総合施設「米サラダハウス」 

項 目 実績(H22) 実績(H24) 目標(H25)

水稲+野菜販売額 32百万円 25百万円 35百万円

もち加工販売額 4百万円 2百万円 5百万円

総合施設販売額 － 23百万円 24百万円

台湾での県産米の販売拡大                    【事例８】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・農事組合法人大畑ファーム（平成２４年４月設立）    市町村名：美郷町   

     経営面積：73.0ha（水稲、飼料作物） 

    《取組の概要》   事業名：県産農産物等海外販路拡大強化事業 

   ・平成２０年度から台湾への米の輸出を開始。 

   ・構成員による台湾スーパー店頭でのご飯試食提供など、販促活動を実施。 

   ・輸出用の米袋を作成し、台湾への輸出に使用。 

  ２ 成果 

   ・継続した販促活動の実施により、安定した取引を展開。 

   ・他のＪＡでも台湾への販促活動を実施するなど、県内においても米輸出の取組が活発化。 

   

台湾のお客さんに試食提供 製作した米袋 

項 目 実績(H22) 実績(H23) 実績(H24)

米販売額 45百万円 44百万円 43百万円

米の輸出量 3.0t 3.3t 3.5t
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漁業者グループによるワカメ養殖の拡大            【事例９】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・漁業者グループ            市町村名：男鹿市、潟上市   

      １４漁業者グループ（計48人） 

    《取組の概要》   事業名：県産ワカメ増産支援対策事業 

   ・養殖経営のグループ化を図り、養殖筏の増設と養殖ワカメの増産を実施。 

   ・増産した養殖ワカメは、県漁協や加工業者向け販売のほか、直売で販売。 

   ・県水産振興センターでは、種糸を供給し規模拡大を支援。 

  ２ 成果 

   ・養殖筏数が、85ヵ統から135ヵ統へと大幅に拡大し、県産養殖ワカメの増産体制が整備。 

   ・県漁協で県内学校給食向けカットワカメ加工に取り組むなど、県産ワカメの需要が拡大。 

   

県漁協によるワカメの加工 養殖ワカメの収穫 

項 目 実績(H24) 目標(H25)

養殖ワカメ増産量 40t 80t

養殖ワカメ増産額 5百万円 6.2百万円

モミガラ補助暗渠実施ほ場の効果（大豆・えだまめ）     【事例10】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・大澤氏（H23：大豆2.5ha）、町田生産組合（H23：えだまめ0.4ha）     市町村名：美郷町   

    《取組の概要》   事業名：戦略作物生産拡大緊急基盤整備事業 

   ・転作田の排水強化を図るため、県単事業によりモミガラ補助暗渠を実施。 

   ・モミガラ補助暗渠実証圃を設置し、周辺農家へＰＲ。 

   ・町ではモミガラ補助暗渠施工機械の導入に対して１／２助成するなど施工の拡大を図った。 

  ２ 成果 

   ・降雨による停滞水被害が減少し、転作作物の収量が向上。 

   ・機械作業が容易となり、中耕・培土等の管理作業が効率化。 

   ・転作田における排水対策の効果が実証され、周辺農家等の取組が拡大。 

 

      

降雨後の状況（対照区） 降雨後の状況（実証区） 

【大豆実証圃の成果】

項 目 実証区 対照区

栽培面積 28a 28a

大豆単収 192kg/10a 108kg/10a

【えだまめ実証圃の成果】

項 目 実証区 対照区 美郷町

栽培面積 36a 10a 1,445a

えだまめ単収 408kg/10a 288kg/10a 272kg/10a
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モミガラ補助暗渠による転作作物の高品質・高収量の実現    【事例11】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・（農）十二牲担い手生産組合（平成１８年１月設立）     ・市町村名：横手市     

    《取組の概要》   事業名：戦略作物生産拡大緊急基盤整備事業 

   ・モミガラ補助暗渠による水田の排水強化対策を実施し、転作に小ギクを作付。 

     （小ギク作付面積：2.5ha、販売先：秋田市場を含む県内外7市場へ集荷。）   

   ・施工ほ場において、キク栽培農家を対象とした現地研修会を開催。 

  ２ 成果 

   ・小ギクの出荷量及び２Ｌ・Ｌ品の割合が増加。 

   ・ほ場の排水性が改善され、降雨翌日の作業も可能となり作業性が向上。 

   ・干ばつ時の対策として、畝間かんがいの実施が可能。 

 

    

 

      

畝間かんがいによるかん水状況 キク栽培農家の現地研修 

項 目 実績(H23) 実績(H24) 目標(H25)

小ギク（出荷量） 23万本 46万本 50万本

【調査区データ】

項 目 施工区 対照区

小ギク（出荷量） 31,996本/10a 30,219本/10a

小ギク（品　質） 2L:50%、L:50% L:40%、M:60%

えだまめの生産振興と一次加工への取組           【事例12】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・ＪＡあきた北              市町村名：大館市   

      えだまめ作付面積：64.5ha  生産者数：51経営体 

    《取組の概要》   事業名：えだまめ日本一総合推進事業 

   ・農業法人等の大規模経営体への作付誘導と機械化一貫体系の推進。 

   ・市場・量販店等の実需者ニーズの把握と多様な販促活動を展開。 

   ・加工施設と集出荷・選別施設を一体的に整備（H25）。 

  ２ 成果 

   ・大規模に取り組む法人等の増加により、栽培面積が拡大。 

   ・予冷庫の導入や集出荷・選別施設の整備により、品質向上に向けた体制を整備。 

   ・加工施設の整備により、６次産業化に向けた体制を整備。   

関西地区での販促活動 えだまめの選別ライン 

項 目 実績(H22) 実績(H23) 目標(H25)

えだまめ作付面積 55.1ha 64.5ha 70.0ha

えだまめ販売額 70百万円 78百万円 123百万円
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秋田から全国に発信！ダリアの産地拡大            【事例13】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・ＪＡあきた北、ＪＡ新あきた、ＪＡ秋田しんせい、ＪＡ秋田おばこ、ＪＡ秋田ふるさと     

    《取組の概要》   事業名：リンドウ・ダリア全国トップブランド産地育成事業、  

                     あきたを元気に！農業夢プラン実現事業 

   ・民間育種家と連携した、オリジナル品種の育成。 

   ・全国主要市場の販路と県内需要の拡大に向けたＰＲ活動の強化。 

  ２ 成果 

   ・生産者数及び作付面積の増加による産地規模の拡大。 

   ・県オリジナル品種「NAMAHAGEダリア」のデビュー。 

   

市場ＰＲ時のダリア総選挙 電照試験の状況 

項 目 実績(H23) 実績(H24) 目標(H25)

　作付面積 307a 402a 650a

　出荷量 190千本 261千本 500千本

　販売額 25百万円 34百万円 65百万円

全国和牛能力共進会での県有種雄牛「義平福」産子の活躍    【事例14】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・県、全国和牛登録協会秋田支部等   

    《取組の概要》   事業名：秋田牛全国チャンピオン獲得事業 

   ・H24年10月長崎県で開催された「第10回全国和牛能力共進会」で、県有種雄牛 「義平福」 

     産子が肉牛の部（若雄後代検定牛群）で、優等第２席（全国第２位）を獲得。 

   ・ようやく誕生した県有種雄牛のエース「義平福」の能力の高さを実証。 

  ２ 成果 

   ・ 全国第２位を獲得した「義平福」は、県内外の生産者、流通業者から注目を集めており、 

    県産牛の広告塔としての利活用に期待。 

   ・「義平福」の効果等により、子牛価格が高値で推移。 

   

[ 
「義平福」産子の枝肉  

 
県有種雄牛「義平福」号 
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ねぎの新たな作型導入による安定経営の確立と産地拡大  【事例15】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・ＪＡあきた白神              市町村名：能代市、藤里町   

      ねぎ作付面積：125ha  生産者数：160経営体 

    《取組の概要》     事業名：あきたを元気に！農業夢プラン実現事業 

                              メジャー野菜ジャンプアップ対策事業 

   ・７月どり作型導入を推進するため、ＪＡ直営の育苗施設を整備。 

   ・全自動移植機や収穫機などの導入による生育の安定化と労力の軽減。 

  ２ 成果 

   ・約3ha分の苗供給により７月どり作型が拡大し、周年化が進展。 

   ・機械化一貫体系の拡大による作業労力の軽減と作付面積の拡大。 

      

全自動収穫機による収穫状況 全自動移植機による移植作業 

項 目 実績(H23) 実績(H24) 目標(H25)

ねぎ作付面積 125ha 160ha 165ha

うち７月どり 0.8ha 6.6ha －

ねぎ販売額 763百万円 800百万円 1,050百万円

スギラミナ等を生産する大規模製材工場の整備       【事例16】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・秋田製材協同組合（昭和３９年１月設立）      市町村名：秋田市    

    《取組の概要》   事業名：秋田スギラミナ生産供給体制先導事業 

   ・秋田市河辺の七曲臨空港工業団地内に大規模製材工場を整備。 

     平成２４年４月に通称「アスクウッド」と命名。平成２４年７月から本格稼働。 

   ・原木消費量は１４万８千㎥（年間最大）で、東北有数の規模。 

  ２ 成果 

   ・秋田スギ製材品の価格競争力と品質性能の確保により、県外出荷量が増大。 

   ・秋田スギラミナの安定供給が可能となり、外材から秋田スギへの転換が促進。 

   ・大規模製材工場の新設により、地域の新たな雇用が創出。 

 

      

東北最大級の大規模製材工場が稼働 
スギ製品出荷量 
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高性能林業機械の導入によるスギ素材生産の拡大     【事例17】 

  １ 概要 

    《実施主体》 

   ・東木林業株式会社            市町村名：能代市    

    《取組の概要》     事業名：民有林木材生産企業化推進事業 

   ・高性能林業機械等の導入（フォワーダ、グラップル付きバックホウ）。 

   ・生産量と機械の増加に対応するため、H24年4月に１人、H25年1月に１人を新規雇用。 

   ・林業労働力確保を促進するための改善計画について、県の認定を取得。 

  ２ 成果 

   ・新たな機械導入により集材や積み込みの作業効率が向上し、素材生産量が増加。 

   ・作業員の新規雇用や労働安全対策の充実等が図られ、素材生産体制が強化。 

    

 

 

 

 

 

                            

                           フォワーダとグラップル付きバックホウにより作業効率向上 

項 目 実績(H23) 実績(H24) 目標(H25)

スギ素材生産量 1,233㎥ 3,152㎥ 5,000㎥
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